







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日　付 活動主体 内　容 備　考
元旦 戸主 家屋神棚で焼香 新調した民族服を着る、外出しない、刃物を使わない、ケンカをしない
二日、四日 家族全員 年始回り 嫁いだ女性が実家に年始にくる




六日、七日 嫁いだ女性 土産をもって実家にもどる 娘婿は妻の実家に行かなくてもよい
八日 一族 親戚友人が集まって団欒
九日 全村 年初の農事を行う。獅子舞や龍灯をおどる
周辺村落とともに龍灯と獅子舞を廟前
で演じ、神に祈る。16日に焼灯の儀
式を行い、新たな一年の始まりを表す
十～十四日 家族全員と一族 互いに食事に招きあう
十五日 家族全員 団円飯を食べる
出所：2007～2013年の現地での聞きとりにより筆者作成。
139──岷江上流のチャン族と漢族の歴史的関係
チ
ャ
ン
語
を
用
い
る
一
方
で
、
漢
語
に
よ
る
交
流
も
増
え
、
漢
語
の
使
用
頻
度
が
高
ま
っ
た
。
㈡
　
地
域
的
特
色
に
富
む
風
俗
習
慣
　
蘿
蔔
寨
の
祝
日
活
動
は
豊
か
で
あ
る
。
毎
年
、
チ
ャ
ン
族
伝
統
の
羌
年
や
祭
山
会
以
外
に
、
漢
族
伝
統
の
春
節
や
清
明
節
、
端
午
節
、
鬼
節
（
七
月
半
、
盂
蘭
盆
）、
中
秋
節
も
行
わ
れ
る
。
地
域
性
と
民
族
性
が
濃
厚
で
あ
り
、
そ
れ
は
長
期
に
わ
た
る
チ
ャ
ン
文
化
と
漢
文
化
の
相
互
的
影
響
の
結
果
と
い
え
る
。
　
春
節
を
例
に
し
よ
う
。
村
民
は
春
節
を
非
常
に
重
ん
じ
る
。
農
暦
（
以
下
、
月
は
す
べ
て
農
暦
）
一
〇
月
一
日
の
羌
年
が
お
わ
る
と
、
人
々
は
出
稼
ぎ
に
行
き
、
帰
村
時
に
正
月
用
品
を
購
入
す
〉
10
〈
る
。
家
々
で
は
、
一
二
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
に
家
畜
の
飼
料
を
準
備
し
お
え
、
主
婦
は
竈
を
清
掃
し
て
竈
神
を
祀
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
を
ひ
い
て
「
玉
米
饃
饃
」
を
つ
く
る
。
大
晦
日
の
朝
、
兄
弟
姉
妹
は
父
母
の
住
む
実
家
に
集
ま
り
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
。
家
の
入
口
に
燈
籠
を
掛
け
、
門
神
を
貼
る
。
大
晦
日
の
「
年
飯
」
は
御
馳
走
で
、
ブ
タ
の
頭
や
尾
、「
膘
肉
」（
豚
肉
の
燻
製
）、
豚
足
、
腸
詰
め
、
鶏
肉
、
豆
花
、
豆
腐
、
豆
腐
干
な
ど
を
用
意
す
る
。
食
前
に
神
棚
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
紙
銭
を
燃
し
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
神
々
に
包
子
を
供
え
て
か
ら
、
家
族
全
員
で
神
と
祖
先
を
拝
む
。
食
後
、
火
塘
の
周
り
で
談
笑
し
、
寝
な
い
で
年
越
し
す
る
。
正
月
は
元
旦
か
ら
一
五
日
ま
で
は
毎
日
異
な
る
活
動
を
行
う
（
表
１
）。
水
神 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五穀神 
羊
神 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
天
地
君
親
師
竈
神 
 
 
 
 
 
斗
安
珠 
 
木
姐
珠門神
火神 
神棚
火塘
入口
竈
図２　家屋内の信仰表象
　注：神棚の下方で五神、財神、三官神を祀る。
　　　白馬神（神銭神馬）は神棚、入口などに貼る。
　出所：2017年筆者作成。
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時
代
と
と
も
に
住
民
の
生
活
は
絶
え
ま
な
く
改
善
さ
れ
、
春
節
活
動
は
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
っ
た
。
正
月
用
品
の
購
入
は
手
軽
に
な
り
、
車
で
県
城
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
資
を
調
達
で
き
る
。
人
々
は
テ
レ
ビ
を
見
、
麻
雀
を
し
て
楽
し
む
。
四
日
か
ら
一
五
日
ま
で
は
主
に
年
始
回
り
を
し
て
遊
ぶ
。
か
つ
て
の
龍
踊
り
や
獅
子
舞
は
も
う
行
わ
な
い
。
㈢
　
多
元
的
な
宗
教
信
仰
　
蘿
蔔
寨
で
は
複
数
の
信
仰
が
併
存
す
る
。
外
来
文
化
の
受
容
と
適
応
の
過
程
に
お
い
て
意
識
や
形
態
上
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
⑴　
漢
族
の
影
響
を
受
け
た
チ
ャ
ン
族
の
伝
統
的
信
仰
　
チ
ャ
ン
族
の
信
仰
は
、
屋
内
外
の
空
間
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
屋
内
で
は
、
主
に
竈
、
神
棚
、
火
塘
の
三
か
所
に
神
が
祀
ら
れ
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ど
の
家
に
も
一
二
の
家
神
が
あ
る
（
図
２
）。
　
①
「
天
地
君
親
師
」　
正
房
（
母
屋
）
の
神
棚
で
祀
る
。
神
棚
は
多
く
が
木
製
の
長
方
形
で
、
正
房
の
北
壁
側
に
お
く
。
主
に
天
、
地
、
君
主
、
歴
代
の
先
祖
、
師
を
祀
る
。
重
要
な
祭
祀
時
期
は
毎
年
一
二
月
三
〇
日
か
ら
正
月
一
五
日
ま
で
で
、
平
日
も
線
香
の
火
を
絶
や
さ
な
い
。
　
②
③
「
木
姐
珠
と
斗
安
珠
」　
正
房
入
口
の
柱
の
門
神
の
上
方
に
祀
ら
れ
る
。
藁
一
束
を
括
り
、
二
枚
の
白
色
の
紙
旗
を
そ
れ
に
挿
し
て
二
神
と
す
る
。
伝
承
で
は
、
戦
い
に
こ
の
二
枚
の
旗
を
持
っ
て
い
け
ば
勝
利
す
る
と
い
う
。
屋
内
に
挿
し
て
吉
祥
を
表
し
、
一
家
の
平
安
を
保
つ
。
　
④
「
五
穀
神
」　
屋
内
の
柱
で
祀
ら
れ
、
一
家
の
五
穀
豊
穣
を
約
束
す
る
。
　
⑤
「
火
神
」　
火
塘
の
縁
で
祀
ら
れ
、
主
に
火
を
管
理
す
る
。
　
⑥
「
水
神
」　
水
甕
と
竈
の
間
の
壁
で
祀
ら
れ
、
壁
に
は
「
水
火
平
安
」
と
記
す
。
　
⑦
「
竈
神
」　
竈
周
辺
で
祀
ら
れ
、
主
に
飲
食
を
管
理
す
る
。
　
⑧
「
羊
神
」　
伝
説
で
は
、
天
神
木
比
塔
が
三
女
木
姐
珠
に
牧
羊
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の
神
を
派
遣
し
た
と
い
う
。
竈
神
と
水
神
と
と
も
に
十
分
な
衣
食
と
日
に
日
に
栄
え
豊
か
に
な
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
　
⑨
「
三
官
神
」　
天
官
、
地
官
、
水
官
の
こ
と
で
、「
三
元
三
品
」
「
三
光
大
地
」
と
い
う
。
財
神
と
同
じ
所
で
祀
る
。
　
⑩
「
財
神
」　
神
棚
の
「
天
地
君
親
師
」
の
下
方
に
祀
ら
れ
、
一
家
の
家
産
を
管
理
す
る
。
　
⑪
「
白
馬
神
」　
白
馬
と
金
元
宝
の
形
状
を
専
用
の
木
版
板
で
印
刷
す
る
。「
神
銭
神
馬
」
と
呼
ば
れ
、
神
棚
や
正
房
入
口
、
入
口
の
軒
に
貼
ら
れ
、
毎
年
春
節
時
に
張
り
替
え
、
家
内
安
泰
を
意
味
す
る
。
　
⑫
「
門
神
」　
家
屋
入
口
の
閂
を
管
理
し
、
災
い
を
避
け
て
福
を
招
き
入
れ
、
家
内
の
平
安
を
守
る
。
家
屋
正
門
を
入
っ
て
右
側
の
柱
で
祀
り
、
秦
叔
宝
と
尉
遅
恭
の
門
神
年
画
を
貼
る
家
も
あ
る
。
　
伝
統
的
な
家
屋
に
は
、
ど
の
家
に
も
家
屋
正
門
の
上
方
に
二
つ
の
「
眼
晴
門
」
が
あ
る
、
長
さ
約
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
方
形
ま
た
は
円
形
で
直
径
一
六
・
五
セ
ン
チ
。
千
里
を
照
ら
し
、
禍
福
が
来
る
前
に
予
兆
を
家
神
の
木
姐
珠
と
斗
安
珠
に
伝
え
、
二
神
は
夜
に
戸
主
の
夢
に
現
れ
て
告
げ
る
と
い
う
。
　
屋
外
で
は
、
家
屋
屋
上
や
村
の
神
山
神
林
が
信
仰
空
間
で
あ
る
。
屋
上
に
は
一
般
に
白
石
を
祀
る
。
二
〇
世
紀
初
め
、
当
地
で
は
白
石
崇
拝
が
盛
行
し
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
停
止
さ
せ
ら
れ
、
八
〇
年
代
に
漸
く
回
復
し
た
。
現
在
の
白
石
は
さ
ら
に
多
く
の
文
化
符
号
を
表
す
。
こ
の
ほ
か
、
神
林
に
お
け
る
祭
山
儀
式
や
雨
乞
い
活
動
も
チ
ャ
ン
文
化
に
関
す
る
多
様
な
内
容
を
も
つ
。
神
林
に
は
石
塔
が
あ
り
、
そ
こ
で
天
、
地
、
日
、
月
、
お
よ
び
「
業
盤
主
神
」
を
祀
〉
11
〈
る
。
　
シ
ピ
（
漢
族
は
端
公
と
呼
ぶ
）
は
チ
ャ
ン
族
社
会
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
。
装
束
や
法
器
、
読
経
の
経
典
は
漢
族
の
民
間
信
仰
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
チ
ャ
ン
族
自
身
は
「
漢
端
公
」
と
「
蛮
端
公
」
を
明
確
に
区
別
し
て
お
り
、「
蛮
端
公
」
の
方
が
高
い
能
力
を
も
つ
と
す
る
。
⑵　
当
地
に
根
づ
い
た
漢
族
の
民
間
信
仰
　
村
内
に
は
東
岳
廟
の
旧
趾
が
あ
る
。
村
の
老
人
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
以
前
、
東
岳
廟
は
そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
参
拝
者
も
多
か
っ
た
。
地
獄
菩
薩
を
祀
っ
て
い
た
が
、村
民
は
「
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
人
を
害
す
る
」
と
し
て
、
一
二
歳
以
下
の
子
供
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
、
人
々
は
春
節
時
に
参
拝
し
た
。
廟
は
文
革
期
に
破
壊
さ
れ
た
。
　
蓮
花
寺
（
龍
王
廟
）
は
広
く
知
ら
れ
、
現
在
ま
で
村
民
に
影
響
を
も
つ
。
歴
史
が
古
く
、
度
々
名
前
が
変
わ
り
、
伝
説
故
事
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
山
勢
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
面
積
は
広
く
な
い
が
、
二
階
建
て
の
建
物
に
は
多
く
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
一
階
の
菩
薩
は
、
龍
王
菩
薩
、
老
虎
神
、
廟
主
、
斗
母
娘
娘
、
送
子
観
音
、
催
生
娘
娘
、
太
上
老
君
、
二
郎
神
、
財
神
菩
薩
、
薬
王
菩
薩
で
あ
る
。
二
階
の
菩
薩
は
、
南
海
観
音
、
地
母
菩
薩
、
観
音
菩
薩
、
王
母
娘
娘
、
活
観
音
、
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
霊
観
菩
薩
、
玉
皇
菩
薩
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
子
供
も
参
拝
で
き
る
。
定
期
的
に
廟
会
が
開
か
れ
、
参
拝
者
も
か
な
り
多
い
。
蘿
蔔
九
寨
の
者
も
い
れ
ば
、
汶
川
県
や
茂
県
、
そ
の
他
の
場
所
か
ら
来
る
者
も
い
る
。
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村
内
で
は
二
〇
名
余
り
が
正
式
に
仏
教
に
帰
依
し
、
蓮
花
寺
で
活
動
す
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
六
月
一
九
日
の
観
音
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。
農
繁
期
の
た
め
に
参
拝
者
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
信
者
は
仏
教
音
楽
の
下
で
敬
虔
に
神
々
に
祈
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
八
年
汶
川
大
地
震
で
は
、
蘿
蔔
寨
で
も
家
屋
や
イ
ン
フ
ラ
の
損
壊
が
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
蓮
花
寺
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
今
日
、
こ
の
寺
廟
は
老
人
た
ち
の
思
い
出
の
場
所
と
な
り
、参
拝
者
が
絶
え
ず
、入
口
に
密
生
す
る
女
貞
樹
（
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
学
名Ligustrum
 
lucidum
）は
「
鎮
寨
古
神
樹
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
樹
木
に
は
長
短
の
赤
い
絹
布
が
掛
け
ら
れ
、人
々
の
祈
り
や
願
い
事
が
託
さ
れ
て
い
る
。
　
総
じ
て
い
え
ば
、
チ
ャ
ン
族
は
外
来
文
化
の
受
容
に
長
け
た
民
族
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
文
化
の
中
に
は
漢
族
や
そ
の
他
の
民
族
文
化
の
烙
印
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
チ
ャ
ン
族
が
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
発
展
で
き
た
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
同
時
に
、
長
期
に
及
ぶ
発
展
の
歴
史
に
お
い
て
、
岷
江
上
流
の
チ
ャ
ン
族
は
周
辺
民
族
と
深
く
関
わ
っ
て
互
い
に
融
合
し
、中
華
民
族
多
元
一
体
化
の
形
成
に
貢
献
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
注〈1
〉 
『
汶
川
県
志
』
編
纂
員
会
編
著
『
汶
川
県
志
』
民
族
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
六
五
頁
。
〈
2
〉 
蘿
蔔
九
寨
と
蘿
蔔
三
寨
に
つ
い
て
は
村
民
の
王
明
烈
、
王
保
全
の
話
に
よ
る
。
〈
3
〉 
前
掲
『
汶
川
県
志
』
一
五
九
、
七
七
〇
頁
。
〈
4
〉 
馮
漢
驥
・
童
恩
正
「
岷
江
上
游
的
石
棺
葬
」『
考
古
学
報
』
一
九
七
三
年
第
二
期
。
〈
5
〉 
茂
県
羌
族
博
物
館
・
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
文
物
管
理
所
「
四
川
茂
県
牟
托
一
号
石
棺
及
陪
葬
坑
清
理
簡
報
」『
文
物
』
一
九
九
四
年
第
三
期
。
〈
6
〉 
王
明
烈
は
本
村
村
民
か
ら
「
チ
ャ
ン
文
化
を
伝
え
る
人
」
と
さ
れ
、
シ
ピ
の
伝
承
人
で
あ
る
。
〈
7
〉 
張
福
廉
は
二
〇
〇
八
年
五
月
一
二
日
の
汶
川
大
地
震
で
亡
く
な
っ
た
。
〈
8
〉 
「
湖
広
填
四
川
」
と
は
元
末
明
初
の
張
献
忠
の
乱
、
明
末
清
初
の
呉
三
桂
の
乱
に
よ
っ
て
人
口
が
激
減
し
た
四
川
に
出
現
し
た
、
数
百
万
に
及
ぶ
大
移
住
で
、
湖
南
、
湖
北
、
広
東
（
主
に
客
家
）
か
ら
の
移
民
が
多
数
を
占
め
た
。
〈
9
〉 
李
紹
明
等
編
『
葛
維
漢
民
族
学
考
古
学
論
著
』
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
〇
－
一
三
二
頁
。
〈
10
〉 
一
九
五
〇
年
以
前
、
人
々
は
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
「
茶
包
子
」（
茶
）
を
背
負
っ
て
松
茂
大
道
を
歩
い
て
運
び
、
蕎
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
担
い
で
汶
川
県
城
や
都
江
堰
に
売
り
に
行
く
等
の
出
稼
ぎ
を
し
、
正
月
用
品
を
購
入
し
て
村
に
戻
っ
た
。
〈
11
〉 
チ
ャ
ン
族
地
区
で
は
、
村
々
は
独
自
の
寨
盤
業
主
神
を
も
ち
、
白
石
で
そ
れ
を
表
象
し
た
。
一
般
に
、
か
つ
て
村
内
で
能
力
の
高
か
っ
た
人
、
有
名
な
人
、
最
初
に
村
を
開
い
た
人
が
寨
盤
業
主
神
と
さ
れ
た
。
